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１．はじめに	

	 ２０１６年のアメリカ大統領選以降、「フェイクニュ

ース」は学校教育におけるインターネット上の情報評価

能力の育成の重要性を浮き彫りにした。	

	 一方、Ｈ２９年に告示された国語科学習指導要領では

急速な情報化を背景に「情報の扱い方に関する事項」が

新設された。その中の中学校第３学年の「情報の整理」

の目標は「情報の信頼性の確かめ方を理解し、使うこと」

とされており、国語科における情報の領域が拡大されて

いることがわかる。これまで国語科ではメディア・リテ

ラシー教育の実践を蓄積してきたが、「情報の信頼性」

を確かめる方法を学ぶことはこれからの学校教育にます

ます求められていると言える。	

	

２．研究の目的	

本研究の目的は、中学校国語科において、第２学年を

対象に、メディア・リテラシーと関連が深い単元を開発・

実践し、評価することとする。	

	

３．研究の方法	

①学習指導要領とメディア・リテラシーの関連の分析	

浅井（2011）は「受け手の批判的思考力」「送り手の

批判的思考力」「メディアと関わる知識と技能」の３観

点から現行の学習指導要領とメディア・リテラシーの要

素の関連を分析している。これらの観点から新学習指導

要領とメディア・リテラシーの関連を明らかにする。	

②実践Ⅰ「情報の信頼性の確かめ方」を理解し、活用す

ることを目指した実践	

本実践ではインターネットの記事を題材に、ＣＲＲＡ

Ｐテストを用いて情報を評価することを行う。ＣＲＡＡ

Ｐテストとは、カルフォルニア州立チコ・キャンパスの

大学図書館が作った情報及び情報源評価システムである。

なお、ＣＲＡＡＰテストは坂本(2018)が中学生・高校生

を対象にした実践の際に和訳しているため、それを使用

した。	

③実践Ⅱ	新聞記事の比較を通して事実を吟味する力を

育むことを目指した実践	

	 阿部（2003）は『事実』と『意見』を区別することを

重視しながらも、『事実』の中には意識の有無に関わら

ず、書き手の世界観、思想が含まれており、マス・メデ

ィアが取り上げている『事実』を吟味することがメディ

ア	・リテラシーを育むことにつながると主張する。本実

践では複数の新聞記事を比較することで、選択された事

実を意識化し、発信者のものの見方・考え方を解読する

ことを通して、メディア	・リテラシーの育成をねらいと

した。	

	

４．評価方法	

中学校２学年の生徒140名に対し、「マス・メディア 
に対する批判的思考の傾向性」「web情報に対する批判
的思考の傾向性」「web情報に対する批判的思考の技能」
について質問紙調査を実施し、授業前後の変容を分析す

ることとする。なお、質問紙には後藤（2006）、坂本（2018）
で用いられたものを使用した。 
	

５．結果と考察	

	 質問紙調査の結果、メディアからの情報を読み解く実

践を行なったことで、「マス・メディアに対する批判的

思考の傾向性」「web情報に対する批判的思考の傾向性」
「web情報に対する批判的技能」について意識や技能が
向上したことが示唆された。 
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